
千曲川本来の「砂礫河原」再生を目指して！
千曲川では外来植物「ハリエンジュ」や特定外来生物「アレチウリ」が河川内

に繁茂し、千曲川本来の「砂礫河原」が大幅に減少し、生物多様性の低下、河川

管理の妨げ等が問題となっています。

このため、千曲川河川事務所では検討会を開催し、学識者や関係自治体等から

意見を聴取しながら、砂礫河原再生のための掘削工事を行っているところです。

この度、この検討会を下記の通り開催しますのでお知らせします。

記

■第９回砂礫河原再生検討会

日 時： 令和元年９月１０日（火）１４時００分～１６時００分

場 所： 千曲川河川事務所 ２階大会議室

委 員： 別紙委員名簿のとおり

内 容： ①これまでの検討結果の概要について

②モニタリング調査について

③坂城町南条地区の掘削計画について

④今後の予定

その他： 報道機関のビデオ・写真撮影は冒頭から挨拶までが可能です。

なお、会場の都合により一般の方の傍聴はできません。

配付資料：（参考）千曲川本来の砂礫河原の保全・再生に向けた取り組み

以上

さ れ き が わ ら

記 者 発 表 資 料
令 和 元 年 ９ 月 ５ 日

【取り扱い】 本資料の発表をもって解禁国 土 交 通 省
千曲川河川事務所

Chikumagawa River Office
Hokuriku Regional Development Bureau

Ministry of Land
Infrastructure，Transport and Tourism

【問い合せ先】
国土交通省北陸地方整備局
千曲川河川事務所 026(227)7611
副所長（技術） 吉田 俊康（よしだとしやす）

【配布先】
・長野市政記者クラブ
・長野県庁会見場
・長野市政記者会
・日本工業経済新聞社 長野支局

千曲川河川事務所 検索 クリック

http://www.hrr.mlit.go.jp/chikuma/

検索 クリック千曲川河川事務所 ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ



開催場所



千曲川中流域砂礫河原保全再生検討会 委員名簿
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かつての千曲川中流域の河川空間は、瀬・淵のある多様な流れの中に砂礫河原が広がり、砂礫河原に依存する生物
の生息・生育空間となっていました。

しかし、河道内の砂利採取などの影響により河床低下が生じ、流路が固定化され、低水路と高水敷の比高差が拡大
したことで高水敷の冠水頻度が減少しました。

これらにより、外来種であるハリエンジュやアレチウリが増加し、砂礫河原特有のコアジサシやコチドリ、イカル
チドリなどの鳥類やカワラヨモギなどの植物が減少しています。

河川環境の現状と課題

砂礫河原の保全・再生

千曲川らしい砂礫河原に再生するため、自然再生事業として高水敷を切り下げ、中小洪水による自然攪乱や冠水
が起こることによって、砂礫河原の再生・保全や外来植物の侵入繁茂を抑制し、これまでに失われた千曲川本来の
自然環境を再生する取り組みを進めています。
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中小洪水により自然攪乱される場を創出し、
砂礫河原・水辺植生帯を保全・再生

河川生態学術研究会の研究成果による中州・河岸管理

◆自然再生事業の整備イメージ 坂城町南条地区
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◆平和橋上流における自然再生事業
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